
親しみやすく，話したくなるシステム

 

マフィン
－共感喚起型対話システム－

•

 

ユーザにとって，親しみやすく，話したく

なる対話システムを実現

•

 

自己開示と共感表出を行う対話システム

 

「マフィン」を通して，親近感や対話の満足

度を高める要素を分析

•

 

共感表出や自己開示により，人間の心に働

 

きかける対話システムを実現

•

 

無機質になりがちなコンピュータとのやり

 

取りを，親しみやすく温かみのあるものに

 

することが可能
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どんな研究？ もたらされる変革
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協創情報研究部 言語知能研究グループ

マフィン＞どんな動物が好きですか？
マフィン＞私はホタルが好きなんですよ
ユーザ

 

＞私も大好きです
マフィン＞ホタルが好きなんですね
マフィン＞ホタルが好きな理由を知りたいです
ユーザ

 

＞綺麗だから
マフィン＞なるほどよくわかります
マフィン＞私も好きです
マフィン＞儚いから

マフィン
自己開示

共感

共感・自己開示の仕方の異なるマフィンとユーザとの対話を９００対話収集して分析

会話を盛り上げ，親しんでもらうコンピュータ

堂坂

東中

目黒

共感と自己開示を行うテキスト対話システム
MAFFIN：Dialogue System for Mutual AFFINity

ユーザの共感回

 

数が２回以上の

 

対話の親近感・

 

満足度

ユーザの共感回

 

数が２回未満の

 

対話の親近感・

 

満足度

＞

統計的検定により有意な差

 

(p < 0.002)

重回帰分析にて，

 

ユーザの共感回数と
システムの共感回数

 

に比較的高い関連

実験

システムの共感がユーザの共感を誘引し，システムへの親近感

 

や対話の満足度を向上させていることが判明

① ②

対話例
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